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宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島徹（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
関根（内科）、山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口･松尾（後期研修医）、堀･大野･谷口･黒木･合田（初期研修医）

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

浜　田

休 診（往 診）

浜　田
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
3
月
31
日
で
、
当
選

者
は
5
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

第1土曜休診

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山　岡

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:久保

1診:久保
2診:山元

1診:愛甲
2診:山元

1診:久保
2診:愛甲

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

山　岡

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

久　保

上　野 愛甲

愛甲

愛　甲

山　元

山　元交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

10:30～

山　岡
10:30～

夜　間
17：00～
19：00まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
を
手

配
り
し
て
い
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
庭
先
に
色
鮮
や
か

な
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、

木
々
の
若
葉
も
キ
ラ
キ
ラ

輝
い
て
い
ま
す
▼
こ
の
時

期
は
医
療
生
協
支
部
総
会

が
各
地
で
開
か
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
組
合
員
さ
ん
の

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ

う
、
平
和
で
健
康
と
命
を

守
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
支
部

総
会
に
は
多
く
の
参
加
を

願
い
な
が
ら
、
一
年
間
の

目
標
を
決
め
ま
す
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
歩
こ
う
会
、
バ

ス
ハ
イ
ク
、
ま
た
認
知
症

予
防
や
保
健
学
校
、
そ
し

て
生
活
や
環
境
改
善
の
署

名
活
動
で
す
▼
平
和
の
問

題
で
は
沖
縄
の
基
地
問
題

で
す
。
政
府
は
沖
縄
の
民

意
は「
ノ
ー
」
を
は
っ
き
り

示
し
て
い
る
こ
と
を
無
視

し
て
、
辺
野
古
に
新
し
い

基
地
を
造
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
駐
留
す
る
ア
メ
リ

カ
軍
隊
に
は
家
は
も
ち
ろ

ん
、
公
共
料
金
ま
で
日
本

が
負
担
で
す
。
防
衛
費
も

必
要
以
上
に
膨
ら
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
子
ど
も
の
貧

困
、
原
発
再
稼
働
、
長
時

間
労
働
な
ど
課
題
が
い
っ

ぱ
い
で
す
▼
そ
ん
な
中
、

安
倍
首
相
は
海
外
に
行
っ

て
は
お
金
を
バ
ラ
ま
い
て

い
ま
す
。
予
算
の
立
て
方

が
大
き
く
間
違
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
話
題
も
支
部
総
会
で
議

論
に
な
る
と「
い
い
な
」
と

考
え
な
が
ら
過
ご
し
て
い

ま
す
。　
　
　

 

（
Y
・
N
）

休　診

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.155)（No.155)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

　

二
〇
一
七
年
度
通
常
国
会
は
、
医
療
・
介
護
へ
の

一
層
の
負
担
増
と
保
険
給
付
削
減
の
改
悪
を
す
す
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
度
予
算
案
で

は
、
軍
事
費
は
五
年
連
続
で
増
え
続
け
、
過
去
最
大

の
五
兆
一
〇
〇
〇
億
円
台
、
一
方
社
会
保
障
予
算
は

自
然
増
さ
え
賄
お
う
と
せ
ず
、
概
算
要
求
か
ら
一
四

〇
〇
億
円
も
削
減
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
医
療
と

介
護
、
税
金
の
集
め
方
と
使
い
方
に
つ
い
て
の
問
題

で
す
。
（　
　

）
の
中
を
左
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
答

え
て
く
だ
さ
い
。

FAX 29-4839居宅介護支援事業所 ☎(0985)24-6545
FAX 31-1452
FAX 26-1944

生協ホームヘルプサービス
( )

☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

　

二
〇
一
七
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
宮
崎
生
協
病
院
を
は
じ
め
4
つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
16
介
護

事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
組
合
員
活
動
で
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
、

脳
い
き
い
き
班
会
や
健
康
体
操
な
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
75
歳
以
上
の
病
院
窓
口
負
担
が（　
　

）割
へ
。

②（　
　

）や
う
が
い
薬
、痛
み
止
め
な
ど
が
保
険
外
に
。

③
介
護
保
険
で
は
、要
介
護（　
　

）の
人
が
利
用
す
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
が
実
施
す
る「
総
合
事
業
」へ
。

④
1
9
9
0
年
度
の
消
費
税
は
4.6
兆
円
、2
0
1
4
年

度
は（　
　

）兆
円
と
、11.
4
兆
円
増
加
。

⑤
５
年
間
で
軍
事
費
は
約（　
　

）千
億
円
の
増
加
。

（
ア
）
４　
　

（
イ
）
１６　
　

（
ウ
）
１
〜
２

（
エ
）
湿
布　

（
オ
）
２

【
３
月
号
の
答
え
】 

【
２
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
21
通
）

（
正
解　

19
通
）

手
塚　
　

治
さ
ん（
延　

岡　

市
）

葛
城　

連
子
さ
ん（
川　

南　

町
）

野
辺
み
ち
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

水
上　

洋
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

久
保
田
弘
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

①
エ　
　

②
ウ　
　

③
オ

④
イ　
　

⑤
ア

３月１日より、宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となります。但し、救急受け入れおよび他院からの紹
介についてはこの限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を
持つ病院として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ

　任期満了に伴う第28回総代選挙が定款46条および総代選挙規約に基づ
いて4月1日付けで公示されました。総代定数は全県で226名、選挙区、
定数等の公示内容は、宮崎医療生協本部、宮崎生協病院、和知川原生協
クリニック、このはな生協クリニック、おおつか生協クリニック、生協
クリニックのべおか、および宮崎医療生協のホームページに掲示されま
す。立候補届け出用紙は、本部と宮崎生協病院および各クリニックに用
意しております。総代への立候補をされる方は、4月20日（木）午後5時
までに宮崎医療生協本部まで提出をお願いします。

第28回通常総代会の開催と総代選挙のお知らせ
●総代選挙について……………………………………………●総代選挙について……………………………………………

　理事会は、定款51条に基づき、第28回
通常総代会を以下の要領で開催することを
決定しました。

●第28回通常総代会…………………●第28回通常総代会…………………

●総代会開催要項………………………●総代会開催要項………………………
■日時／2017年6月25日（日）10：00～12：30
■会場／ＪＡアズム大ホール（宮崎市霧島１丁目）

　　

二
〇
一
七
年
度
は「
協
同
の
力
で
健
康
と

い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
！
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
、

①
宮
崎
生
協
病
院
の
医
療
構
想
の
審
議

②
宮
崎
生
協
病
院
と
介
護
事
業
の
経
営
改
善

③
医
師
確
保
と
医
師
養
成
、
職
員
育
成
の

　

取
り
組
み

④
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
対
応

を
す
す
め
ま
す
。
組
合
員
・
職
員
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

宮
崎
生
協
病
院
で
は
か
か
り
つ
け
病
院

と
し
て
、
入
院
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

（
病
棟
）の
導
入
等
を
検
討
し
ま
す
。
地
域

の
要
求
と
入
院
機
能
を
マ
ッ
チ
さ
せ
、
病
院

の
理
念
に
沿
っ
た
将
来
構
想
を
策
定
し
ま

す
。
小
児
や
要
介
護
者
の
ベ
ッ
ド
運
用
に
適

し
た
入
院
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

外
来
は
検
査
機
能
を
高
め
、
重
症
患
者
、

救
急
車
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
腎
臓
内
科
の
外
来
を
検
討
し
ま
す
。
引

き
続
き
健
康
診
断
受
診
の
促
進
と
要
精
査

の
方
の
フ
ォ
ロ
ー
に
取
り
組
み
ま
す
。
外
科

医
も
二
名
体
制
と
な
る
こ
と
か
ら
、
手
術

の
適
用
拡
大
、
内
視
鏡
検
査
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
今
年
度
は
新
棟
建
設
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
、
構
想（
計
画
）
を
提
案
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
臨
床
研

修
指
定
病
院
と
し
て
医
師
養
成
の
教
育
機

能
の
充
実
を
図
り
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
慢
性
疾
患
や
生
活
習
慣

病
で
定
期
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
に
全
身
管

理
を
意
識
し
た
治
療
計
画
を
実
施
し
、
合

併
症
や
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
ま
す
。
在
宅
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
一

翼
を
担
い
、
高
齢
化
社
会
へ
向
け
て
施
設
や

自
宅
で
の
在
宅
医
療
を
支
え
ま
す
。

【
地
域
包
括
ケ
ア
病
床（
病
棟
）
と
は
】

急
性
期
経
過
後
に
引
き
続
き
入
院
医
療
を

要
す
る
状
態
及
び
重
装
備
な
急
性
期
入
院

医
療
ま
で
は
必
要
と
し
な
い
が
、
在
宅
や

介
護 

施
設
等
に
お
い
て
症
状
の
急
性
増
悪

し
た
状
態
の
患
者
の
受
け
入
れ
、
在
宅
支

援
、
生
活
復
帰
支
援
、
そ
れ
に
リ
ハ
ビ
リ

の
機
能
を
加
え
た
多
機
能
の
病
床（
病
棟
）

を
言
う
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
利
用
者
の
満
足

度
を
高
め
ま
す
。
居
宅
事
業
所
な
ど
の
事

業
所
や
地
域
へ
の
広
報
を
強
め
利
用
者
の
安

定
的
な
確
保
を
す
す
め
、
今
年
度
か
ら
始

ま
る
自
治
体
の
総
合
事
業
へ
参
画
し
ま
す
。

訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
・
居
宅
事
業
で
は「
住

み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
生
活
し
た

い
」
と
う
い
う
利
用
者
や
家
族
の
要
望
に
応

え
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
利
用
者
の
拡
大

に
努
め
ま
す
。

　

介
護
施
設
で
は
関
係
す
る
医
療
機
関
、

居
宅
・
地
域
の
事
業
所
、
自
治
会
と
の
連

携
を
強
化
し
利
用
者
の
安
定
的
な
受
け
入

れ
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
力
量

を
高
め
要
介
護
の
重
い
方
の
受
け
入
れ
を
増

や
し
自
宅
や
施
設
で
の
暮
ら
し
を
支
え
ま

す
。
職
員
の
安
定
的
確
保
と
利
用
者
の
受

け
入
れ
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
活
動
で
は「
い
つ
ま
で
も
元
気

で
長
生
き
」の
願
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
医

療
生
協
の
支
部
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
な
か
で
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
健
康
チ
ェ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
、
脳
い
き

い
き
班
会
や
健
康
体
操
な
ど
の
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
で
医
療

生
協
の
役
割
を
高
め
る
な
か
で
、
仲
間
づ
く

り
や
増
資
へ
の
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
引
き
続
き
憲
法
九
条（
平

和
）・
二
五
条（
生
存
権
）
を
守
り
、
平
和
と

く
ら
し
を
守
る
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
0
1
7
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
療
活
動

介
護
事
業
と
介
護
施
設
の
充
実

組
合
員
活
動

宮崎医療生協の拠点
宮崎生協病院

宮崎医療生協の拠点
宮崎生協病院

県北地区での医療・介護を展開
生協クリニックのべおか

県北地区での医療・介護を展開
生協クリニックのべおか
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健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

2
0
1
７
年
３
月
度　

理
事
会
の
報
告

２月度事業所活動について報告・承認しました。
２月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
２月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。

＜報告・承認事項＞

①２月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありまし
た。２月の組合員増やしは64名（目標130名）と、出資金増資は257万円（目
標369.5万円）といずれも目標を下回りました。班づくりは2班（目標10班）、
班会開催は104班（目標94班）でした。2月14日に「子供の貧困」学習会
が開催され35名が参加しました。宮崎生協病院40周年企画「怒る富士」
（コープみやざきと共催：3月8日）公演には約1,130名が鑑賞しました。「健
康づくり活動交流集会」（横山理事）と「まちづくり活動交流集会」（山元理事）
について報告がありました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。「嘉手納基地（騒
音）賠償命令及び普天間基地の辺野古移設問題」「福島第一原発での堆積
物、一部避難指示解除、孤独死問題、川内原発稼働継続問題」「新田原基
地騒音区域縮小計画問題」などについて報告があり意見交換をしました。
③１月度（＆累計）の経営概況について報告がありました。１月の法人の経常
利益は1,067.7万円（予算差▲508万円）、累計では4,684.3万円（予算差
▲5,360.8万円）の到達であること、及び経営改善月間の取り組み（3月～
6月）の提案がありました。また宮崎生協病院の経営実績の分析と今後の方
針について補足説明があり意見交換をしました。
④2016年度の活動のまとめ（案）と2017年度の活動方針（案）について提案
があり、意見交換を行いました。引き続き、5月理事会で数値が確定したうえ
で審議することとしました。
⑤第28回通常総代会に提案する「役員選任規約の改定について」提案があり
承認されました。
⑥地域限定・職務限定パート職員の就業規則について提案がありました。
2017年3月16日採用の医療系パート職員より適用すること、微細な修文は
常勤理事会にておこなうことが承認されました。　
⑦2016年度住所不明のみなし脱退の組合員について提案がありました。住民
票取得、支部への照会、電話不通・他人へ変更などの対策を行った結果、
定款第10条2項にもとづき997名（出資金額478.6万円）のみなし脱退を
おこなうことが承認されました。

＜審議・決定事項＞

■ 新規加入者  ６４名（2/1～2/28）

■ 出 資 金  ５億７,３１７ 万円

■ 班　　　数  ３３９ 班

今、宮崎医療生協は 2017年2月末現在

■ 総組合員数  ５０,１３２ 名

■ 平均出資金  １１,４３３ 円

■                ２０,１１０ 部おげんきですか
手配り配布数

み ん な の 声
◎宮崎医療生協の組合員5万人達成、良かったです。これからも増え
ていくことを願っています。「虹の声」「みんなの声」のご質問、
回答は参考になります。  　　　　　　　　（延岡市Ｔさん男性）

○このたび生協病院に入院しまして、本当にいい病院に御縁があったことを感
謝いたしました。主治医の先生から誠意ある返事をいただき、若いのにすご
くいい先生でした。看護師のみなさんも優しい話し方で、体の具合が少々悪
くても癒されました。ありがとうございました。

3月度宮崎生協病院利用委員会3月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
で
〝
血
管
年
齢
測
定
〞
喜
ば
れ
る

　

2
月
12
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル〝
未
来
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
〞が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
が
学
び
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
生
活
費
に
補
助
し
て
い
る
。
親
が
仕
事
に
懸
命
な
の

が
見
え
る
か
ら
自
分
の
事
は
す
べ
て
我
慢
す
る
。
そ
ん
な
状
況
を
誰
に
も
話
さ
な
い
。
普
通

の
事
が
体
験
で
き
な
い
の
で
周
り
と
繋
が
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
に
も
希
望
が
持
て
な
い
。
そ
ん

な
内
容
で
し
た
。

　

2
月
14
日
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
宮
崎
生
協
病
院
小
児
科
の
上
野
満
医
師
と
社
会
福

祉
士
の
米
田
春
菜
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
58
％
で
世
界
最
下
位
で
す
。
宮
崎
生
協
病
院
で
は
、
就
学

援
助
を
利
用
し
て
い
る
小
中
学
生
の
お
子
さ
ん
の
外
来
診
療
に
つ
い
て
無
料
低
額
診
療
を

適
用
し
、
外
来
費
用
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
37
件
、
今
年
度
は
24
件
で
す
。

学
校
を
訪
問
し
様
子
を
聞
く
と
、
子
ど
も
な
り
に
病
院
の

診
察
を
控
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

米
田
さ
ん
が「
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
時
に
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
高
価
な
物
を

持
っ
て
い
る
と
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
参
加
の
組
合
員

さ
ん
に
質
問
し
ま
し
た
が
、
答
え
る
方
は
い
ま
せ
ん
。
み

ん
な
自
問
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
貧
困
の
基
は
保
護

者
の
貧
困
で
す
。
こ
れ
が
連
鎖
し
て
生
ま
れ
て
十
余
年
で

将
来
を
失
望
す
る
よ
う
な
貧
困
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
34
カ
国
中
10
番
目
に
貧
困
率
が
高
い

そ
う
で
す
。
周
り
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
関
心
を
深
め
て

見
守
り
ま
し
ょ
う
。（
県
北
支
部
支
部
長　

矢
通
寿
子
）

【
小
松
支
部
】

　

小
松
支
部
で
は
、
保
健
学
校（
第
3
課
）と
し
て
2
月
13
日（
月
）に
宮
崎
市
下
富
吉

公
民
館
に
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。「
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」と
題
し
て
宮
崎
医
療

生
協
組
織
部
の
西
亜
記
子
氏
を
講
師
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
紙
芝
居
を
使
っ
て
わ
か
り

や
す
い
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
認
知
症
と
は
年
を
と
る
ほ
ど
か
か
り
や
す
く
な
る

脳
の
病
気
で
、
65
歳
以
上
の
10
人
に
1
人
が
認
知
症
と
い
わ
れ
て
い
る
病
気
で
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
脳
血
管
性
認
知
症
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
認
知
症
も
生
活
習
慣
の
工
夫

次
第
で
か
か
り
に
く
く
す
る
事
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の「
脳
い
き
い
き
5
か
条
」
と
し
て
、
食（
野
菜
、
果
物

と
魚
中
心
の
食
生
活
と
腹
八
分
で
よ
く
噛
む
）・
動（
軽
く
汗
ば
む
程
度
の
散
歩
と

い
つ
も
と
違
う
道
を
通
る
）・
楽（
自
分
か
ら
話
を
す
る
、
指
先
や
頭
を
使
っ
た
趣

味
を
楽
し
む
）・
知（
知
的
活
動
と
し
て
、
買
い
物
で
暗
算
を
す
る
、
新
聞
記
事
を

音
読
す
る
）・
休（
30
分
程
度
昼
寝
を
す
る
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
体
操
を
す
る
）
等
の
脳
を
い
き
い
き
さ
せ
る
生
活

習
慣
メ
ニ
ュ
ー
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
肩
上
げ
や
肩

開
き
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
を
二
人
組
で
声
か
け
合
い
な
が

ら
行
っ
た
り
、
ク
イ
ズ
・
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
・
歌
・

音
読
な
ど
皆
で
笑
い
な
が
ら
楽
し
く
行
い
、
脳
と
体
が

元
気
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

参
加
者
年
齢
70
歳
〜
80
歳
代
が
多
く
、
最
高
年
齢

88
歳
の
総
勢
22
名
で
手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い
や
お
漬
物
、

お
茶
菓
子
を
頂
き
な
が
ら
和
や
か
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。（
小
松
支
部　

立
川
沢
子
）

【
都
北
支
部
】

　

12
月
か
ら
取
り
組
ん
だ
保
健
学
校
、
2
月
17
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
第
1
回
は

12
月
16
日
、
上
野
満
医
師（
宮
崎
生
協
病
院
小
児
科
）の「
健
診
に
行
こ
う
」で
始
ま

り
、
第
2
回
は
1
月
27
日
、
西
亜
記
子
さ
ん（
宮
崎
医
療
生
協
組
織
部
次
長
）に
よ

る「
わ
か
り
や
す
い
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方
」。
2
月
17
日
開
催
し
た
第
3
回
、
工

藤
尚
吾
さ
ん（
宮
崎
医
療
生
協
組
織
部
）に
よ
る「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
実
際
」で
は
、

班
会
記
録
用
紙
の
記
入
の
仕
方
や
注
意
事
項
、「
な
ぜ
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
か
」
な
ど
を

丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
血
圧
測
定
は
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
、
ウ
ロ
ペ
ー
パ
ー（
試
験
紙
）に
よ
る
検
尿
チ
ェ
ッ
ク
も
何
と
な
く
こ
な
せ
た

の
で
す
が
、
一
番
難
し
か
っ
た
の
は〝
体
重
測
定
〞で
し
た
。
体
組
成
計
を
囲
ん
で「
身

長
は
？
」「
年
齢
は
？
」
そ
れ
ぞ
れ
の
手
順
を
間
違
い
間

違
い
し
な
が
ら
入
力
し
、
無
事
で
き
た
と
き
は
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。「
こ
の
よ
う
に
教
え
て
も
す
ぐ
忘

れ
る
で
し
ょ
う
か
ら（
笑
い
）。
あ
と
は
こ
な
す
こ
と
で

す
」
と
い
う
工
藤
さ
ん
の
言
葉
に
妙
な
安
心
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
班
会
記
録
用
紙
と
ウ
ロ
ペ
ー

パ
ー
を
配
り「
父
ち
ゃ
ん
で
や
っ
て
み
る
」「
次
の
班
会

で
や
っ
て
み
る
」こ
と
で
、
2
0
1
6
年
度
の
保
健
学

校
が
終
了
し
ま
し
た
。
私
も「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
い

つ
つ（
都
北
支
部　

岩
切
正
道
）

　

今
、
幕
が
下
が
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
心
に
届

き
ま
し
た
か
、
あ
の
人
々

の
声
が
。
富
士
山
の
噴
火

で
山
麓
の
村
々
は
焼
け
砂

に
埋
ま
り
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
、
田
畑
は
壊
滅

し
た
の
で
し
た
。
幕
府
は

義
援
金
を
各
藩
か
ら
48

万
両
集
め
た
の
に
、
裁
定

は
亡
所
農
民
を
助
け
よ

う
と
す
る
者（
気
持
ち
）

も
な
く
、
誰
一
人
と
し
て

富
士
に
目
を
向
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
生
活
に
苦

し
む
農
民
に
は
集
め
ら
れ
た
義
援
金
の
３
割
も
使
わ
れ

な
か
っ
た
。
大
半
は
6
代
将
軍
、
徳
川
家
宣
の
御
台
所

の
御
殿
造
営
な
ど
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
。
農
民
の
声
を

聞
い
た
関
東
郡
代
・
伊
奈
半
左
衛
門
が
被
災
地
の
窮

状
を
知
り
、
お
上
の
御
用
米
を
餓
死
寸
前
の
被
災
民

に
施
し
て
助
け
る
が
、
幕
府
よ
り
責
任
を
取
ら
さ
れ
切

腹
し
相
果
て
る
。

　

今
、
国
が「
東
北
の
復
興
は
最
優
先
課
題
、
全
力
を

つ
く
す
」と
言
っ
た
約
束
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

復
興
予
算
が
東
北
で
は
な
く
他
に
流
れ
て
い
っ
た
の
は

皆
様
も
御
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
国
民
の
税

金
が
福
祉
や
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
に
使
わ
れ
る
よ
り
、

米
軍
基
地
や
軍
事
費
な
ど
思
い
や
り
予
算
と
し
て
多
額

を
投
じ
て
い
る
使
い
道
は
、
国
民
が
声
を
出
さ
な
け
れ

ば
思
う
ま
ま
に
使
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な
で
声
を

出
し
て
税
金
の
使
い
道
を
厳
し
く
監
視
し
ま
し
ょ
う
！

　

原
作
者
、
新
田
次
郎
氏
の「
現
代
に
お
い
て
も
天
変

地
異
は
、
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
常
に
あ
る
」
と
い
う

言
葉
が
重
く
心
に
響
き
ま
し
た
。

（
住
吉
支
部　

福
田
須
満
子
）

葉
山
雄
大
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任

葉
山
雄
大
医
師
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任

葉
山
雄
大
医
師
が
帰
任

葉
山
雄
大
医
師
が
帰
任

葉
山
雄
大
医
師
が
帰
任

　

4
月
1
日
よ
り
外
科
の
葉

山
医
師
が
帰
任
い
た
し
ま

す
。
葉
山
医
師
は
宮
崎
生
協

病
院
で
初
期
含
め
3
年
間
の

研
修
後
、
５
年
間
の
外
科
専

門
研
修
を
終
え
て
の
帰
任
と

な
り
ま
す
。
宮
崎
医
療
生
協

で
は
、
組
合
員
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
医
師
養

成
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は

外
科
の
後
継
者
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
4
月
よ
り
外
科
に
配

属
と
な
る
葉
山
雄
大
で
す
。
初
期
研
修
2
年
と
内
科

研
修
1
年
を
当
院
で
終
了
し
、
鹿
児
島
で
2
年
、
群

馬
で
3
年
外
科
研
修
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
群
馬
の

沼
田
と
い
う
雪
深
い
地
域
で
生
活
し
ま
し
た
。
日
本

酒
が
美
味
し
く
毎
晩
の
よ
う
に
飲
ん
だ
た
め
、
1
年

で
10
㎏
増
え
ま
し
た
。
危
機
を
感
じ
て
節
酒
し
た
結

果
、
20
㎏
減
り
ま
し
た
。
私
の
体
は
ほ
と
ん
ど
日
本

酒
で
で
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。
冗
談
は
さ
て
お
き
、

温
泉
や
ス
キ
ー
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
行
か
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

5
年
ぶ
り
の
帰
還
で
す
。
腹
腔
鏡
手
術
の
定
例
化

や
手
術
件
数
の
増
加
、
緊
急
手
術
の
受
け
入
れ
な
ど

徐
々
に
当
院
外
科
を
拡
大
し
て
い
く
意
気
込
み
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
医
療
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

おげんきですか
文芸欄

おげんきですか
文芸欄

　
　
　

鸙
野  

哲
良
さ
ん（
宮
崎
市
吉
村
町
大
田
ヶ
島
）

長
話
し　

し
た
け
ど
相
手　

名
前
出
ず

動
作
減
り　

口
数
増
え
て　

嫌
が
ら
れ

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

　

中
央
支
部
の
平
木
香
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
平
木
さ

ん
は
、
宮
崎
共
立
診
療
所
が
開
設
さ
れ
た
頃
か
ら
の
組

合
員
さ
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
宮
崎
医
療
生
協
の
理
事

や
中
央
支
部
の
支
部
長
を
永
年
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
運
営
委
員
と
し
て
支
部
の
年
間
行
事
等
に
率
先
し

て
参
加
さ
れ
、
私
た
ち
運
営
委
員
の
良
き
先
輩
で
す
。

　

89
歳
の
平
木
さ
ん
は
高
血
圧
や
心
臓
病
の
患
者
さ
ん
で
集
う『
ハ
ー
ト
の
会
』

の
会
長
、
地
域
の『
老
人
ク
ラ
ブ
』の
役
員
で
す
。
趣
味
は
民
謡
と
三
味
線
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ゴ
ル
フ
と
多
彩
で
、
中
で
も
三
味
線
は
22
年
前
に
亡
く
な
っ
た
奥

様
の
三
味
線
を
引
き
継
い
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
班
づ
く
り
や〝
お
げ
ん
き

で
す
か
〞の
配
布
な
ど
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。（
中
央
支
部
運
営
委
員
一
同
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》 

組
織
部 
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８
５
・
３
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・
９
０
５
５

川　

柳

葉
山
医
師
よ
り

社会保障改善の運動を広げよう！
　わたしたちは、財務省が提案した軽度サービスの総合事業への
移行や利用料2割負担拡大を、民医連や医療生協をはじめとした
広範な国民や医療介護関係者の世論と運動で、断念させることが
できました。しかし現役並み所得者の利用料3割負担、高額介護
サービス費の負担上限引き上げなど、新たな負担増と給付抑制を
図る介護保険法「改正」案が国会に提案されています。引き続き
廃案を求める声を国会に集中させましょう。現在、皆さんととも
に取り組んでいる「負担増、給付抑制を国民に強いる医療・介護
改悪の中止を求める緊急署名」を広げ、学習・宣伝に取り組み、
国や自治体へ社会保障改善の要求を届けましょう。
　4月15日（土）13時30分には、宮崎市山形屋前にて「国の
責任で医療や介護の充実を求める集会」を開催されます。宮崎
市の子どもの医療費助成制度が他の自治体と比較して大きく遅
れている事、要介護１・２のデイサービスの「総合事業」への
移行（利用回数が減らされ介護の質の低下）など、集会に参加
していただき皆さんの声を自治体や国会に届けましょう。

　

県
北
支
部
で
は
、
2
月
14
日
恒
例
の
医
療
生

協
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
浜
町
店
に
10
名
の

組
合
員
が
参
加
し
て
午
後
3
時
か
ら
1
時
間
、

「
医
療
・
介
護
の
改
悪
中
止
を
求
め
る
署
名
」

と
「
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
国
際
署
名
」
の
二

つ
の
署
名
と
血
管
年
齢
測
定
、
体
脂
肪
測
定
な

ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
お
客
様

か
ら
は
〝
血
管
年

齢
測
定
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
〞
な
ど
喜
ば
れ
ま
し

た
。
署
名
に
は
、
〝
保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
負
担
が
増
え

る
ば
か
り
で
大
変
〞
と
不
満
を
漏
ら
し
な
が
ら
84
筆
と
86
筆

の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
寒
い
中
で
の
1
時
間
の
行

動
と
し
て
は
上
々
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
県
北
支

部　

茄
子
田
和
哉
）

　

ま
た
同
日
は
宮
崎
市
内
の
組
合
員
さ
ん
も
山
形
屋
前
街
頭

で
、
2
月
4
日
は
国
富
綾
支
部
の
組
合
員
さ
ん
も
綾
町
ほ
ん

も
の
セ
ン
タ
ー
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

〝
見
え
な
い
貧
困
〞
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ち
づ
く
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委
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で
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会

〝
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づ
く
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習
会

〝
見
え
な
い
貧
困
〞
ま
ち
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で
学
習
会

「認知症予防について」学びました「認知症予防について」学びましたみんなで入力手順を確認する「体組成計」みんなで入力手順を確認する「体組成計」
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山形屋前街頭で署名を呼びかける
宮崎市の組合員さん

山形屋前街頭で署名を呼びかける
宮崎市の組合員さん

コープみやざき浜町店で
血管年齢測定を行う県北支部
コープみやざき浜町店で

血管年齢測定を行う県北支部

◎お褒めの言葉ありがとうございます。引き続き、職員の接遇向上に努めて参
ります。


